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福岡市は、今後20年は人口増加が続く見通しであり、全国的にみても人口の集中が顕著です。九州全体では人口が減少

していく中で、福岡市の集中度がさらに増していくことを意味しています。 

 

都市が世界経済を牽引する中、先進国では例外的に首都圏への一極集中が依然として続いている日本では、経済のしな

やかな強さ（レジリアンス）を高めていくために、それぞれの都市圏が創意工夫により自律的な経済成長をし、世界の中

で存在感を高めていく必要があります。そして、その拠点となる都市においては、高いハブ機能、司令塔機能を持って、

周辺を牽引する役割を担っていくことが求められます。 

 

九州は、他の地方経済圏と比較すると、経済の規模や産業の集積、多様性は優位性を持っています。これらの経済活動

や基盤があればこそ、福岡市のサービス業を中心とした経済活動が盛んになっているとみることもできます。 

 

今後も、九州経済圏の発展とともに、その拠点都市として、世界の中での存在感を高め、人や投資を集める求心力を発

揮していくことが期待されます。 
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15歳未満

今後20年は人口増加が続く見通し 

資料：国勢調査、将来推計人口（福岡市） 
*人口の伸びは2005年を100とした数値 
*九州及び福岡県推計は九州経済調査協会、都市圏推計は九州経済調査協会予測と福岡市推計と合算 
  東京23区は東京都推計、日本推計は国立社会保障・人口問題研究所 
  世界及び各国推計は国際連合World Population Prospects: The 2012 Revision 
*福岡都市圏：福岡市,筑紫野市,春日市,大野城市,宗像市,太宰府市,古賀市,福津市,糸島市,筑紫郡那珂川町,糟屋郡宇美町,篠栗町,志免町,須恵町,新宮町,久山町,粕屋町（合計９市８町） 

国内においては、人口減少傾向が強まる中、福岡市は今後20年あまりは人口が増え続ける見通しです。生産年齢人口（

15－64歳）も現在の水準を当面維持する見込みです。 
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都市圏で約10兆円の総生産 

資料：市町村民経済計算（福岡県）、福岡市経済計算（2009年） 

*都市圏値は名目値からの推計 
*福岡都市圏：福岡市,筑紫野市,春日市,大野城市,宗像市,太宰府市,古賀市,福津市,糸島市,筑紫郡那珂川町,糟屋郡宇美町,篠栗町,志免町,須恵町,新宮町,久山町,粕屋町（合計９市８町） 

福岡市

7,074

福岡都市圏

8,929

9,789 10,003 10,042 9,888 9,644

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

福岡市・福岡都市圏の域内総生産額推移

(十億円)

福岡市の域内総生産は約7兆円で、都市圏の7割以上を占めています。 
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経済単位として自律できる規模の福岡都市圏 

資料：Global city GDP rankings 2008-2025（Pricewaterhouse Coopers）*都市圏域単位の区分 

     県民経済計算（内閣府・2008年名目値） 

＊GRP：Gross Regional  Prodauts（域内総生産)、2008年の購買力平価1ドル116.8円で計算 
*購買力平価： ※購買力平価：国家間の物価水準の差を排し、異なる通貨の購買力を等しくするもの。短期的なレート変動の影響を受けず客観的に比較できる 

*福岡都市圏：福岡市,筑紫野市,春日市,大野城市,宗像市,太宰府市,古賀市,福津市,糸島市,筑紫郡那珂川町,糟屋郡宇美町,篠栗町,志免町,須恵町,新宮町,久山町,粕屋町（合計９市８町） 

福岡市は九州経済の中心ですが、世界では大都市圏を形成して経済活動が行われています。世界と比較する際は、福岡

都市圏や県の規模でてみることが必要です。 

世界の主要都市・地域における域内総生産と人口(2008年)との比較
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（参考）福岡市の（GRP：人口）は（58：1.43）

2008年GRP
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アジアの都市では比較的高い経済水準 

資料：Global city GDP rankings 2008-2025（Pricewaterhouse Coopers） 

   2008年の購買力平価1ドル116.8円で計算 

一人当たりGRPが世界のトップクラスの都市との差はまだ大きくなっていますが、福岡市は九州の中では高くなっています。 
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地方経済圏の規模比較 

三大都市圏を除く、日本の主要な地方都市である福岡市と札幌市、仙台市、広島市及び各都市が含まれる地方圏において、それぞれ

地域の特色をいかした経済活動を行ないながら、自律した経済成長を遂げていくことが重要です。それぞれ規模を比較してみます。 

北海道地方 
東北地方…青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 
中国地方…鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 
九州地方…福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県 

各都市の「都市圏・広域圏」は、協議会等を構成する市町村とした（以下参照） 

*福岡都市圏広域行政事業組合９市８町：福岡市,筑紫野市,春日市,大野城市,宗像市,太宰府市,古賀市,福津市,糸島市,筑紫郡那珂川町,糟屋郡宇美町,篠栗町,志免町,須恵町,新宮町,久山町,粕屋町 

*札幌広域圏組合6市１町１村：札幌市,江別市,千歳市,恵庭市,北広島市,石狩市,石狩郡当別町,新篠津村  

*仙台都市圏広域行政推進協議会5市9町：仙台市,塩竈市,名取市,多賀城市,岩沼市,亘理郡亘理町,山元町,宮城郡松島町,七ヶ浜町,利府町,黒川郡大和町,大郷町,富谷町,大衡村 

*広島広域都市圏協議会11市6町：広島市,呉市,竹原市,三原市,大竹市,東広島市,廿日市市,安芸高田市,江田島市,府中町,海田町,熊野町,坂町,安芸太田町,北広島町,山口県岩国市,柳井市 

●札幌市/北海道地方 

広島市/中国地方● 

福岡市/九州地方● 

●仙台市/東北地方 
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地方経済圏の規模比較１「面積」～面積は北海道と東北地方が大きい 

北海道や東北地方が大きく、北海道は九州地方の２倍近い面積となっています。 

凡例

地域

県

都市圏

市

3.784,978.5
1

3.784,978.51
3.784,978.51

福岡市/九州地方 札幌市/北海道地方 仙台市/東北地方 広島市/中国地方 

面積規模比較 

資料：総務省統計局 

福岡/九州 札幌/北海道 仙台/東北 広島/中国

42,193 78,421 66,952 31,922
15,336 22,207 20,350 8,433
4,979 7,286 8,480
2,775 3,145 2,291
1,170 3,540 1,649 5,767
682 1,427 821 1,520
342 1,121 786 905
230 440 341 292

総面積k㎡
可住地面積k㎡

地方

県

都市圏

市
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地方経済圏の規模比較２「人口」～九州の人口規模の大きさと福岡市の集積度の高さ 

九州地方は、面積は地方経済圏の中では小さいながらも、人口規模は最も大きく、北海道地方の２倍以上となっています。 

また、福岡市は、九州地方の中にあって、面積は0.8％程度ですが、人口では11..4％を占め、集積度が高くなっています。 

凡例

地域

県

都市圏

市

福岡市/九州地方 札幌市/北海道地方 仙台市/東北地方 広島市/中国地方 

3.784,978.51

3.784,978.51
3.784,978.51

人口規模比較 

資料：2013年5月各都市推計、北海道は2013年3月住民基本台帳人口 

（人） 福岡/九州 札幌/北海道 仙台/東北 広島/中国

地方 13,113,035 5,444,307 9,109,171 7,479,616

県 5,087,484 2,325,759 2,841,889

都市圏 2,458,911 2,335,333 1,549,845 2,244,060

市 1,500,899 1,913,545 1,065,019 1,181,758
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地方経済圏の規模比較３「人口密度」～九州の人口規模の大きさと福岡市の集積度の高さ 

九州地方の人口密度は、特に福岡市や福岡都市圏が高く、可住地面積でみると、福岡市は6000人を超える。 

資料：総務省統計局、2013年5月各都市推計、北海道は2013年3月住民基本台帳人口 

6,524

4,347

3,123

4,051
3,608

1,636 1,888
1,476

1,833

739
1,241

855
245 448

887

福岡/九州 札幌/北海道 仙台/東北 広島/中国

地方都市圏の人口密度比較（可住地面積あたり）

市 都市圏 県 地方

(人/k㎡・面積)

福岡/九州 札幌/北海道 仙台/東北 広島/中国

311 69 136 234
855 245 448 887

1,022 319 335
1,833 739 1,241
2,101 660 940 389
3,608 1,636 1,888 1,476
4,392 1,707 1,355 1,305
6,524 4,347 3,123 4,051

地方

県

都市圏

市

人/k㎡ 上段：総面積
下段：可住地面積
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地方経済圏の規模比較４「域内総生産」～九州の規模の大きさと福岡市の集積度の高さ 

人口同様、九州は規模が最も大きく、北海道地方の２倍以上となっているほか、東北地方や中国地方よりも10兆円以上大きくなって

います。 

福岡市は、九州経済の中心として拠点性が高まっていますが、九州の経済規模は日本の地方経済圏の中でも大きく、これらの大きな

バックボーンに支えられて、発展を続けていることがわかります。 

凡例

地域

県

都市圏

市

福岡市/九州地方 札幌市/北海道地方 仙台市/東北地方 広島市/中国地方 

域内総生産規模比較 

3.784,978.51

3.784,978.51

3.784,978.51

資料：GRP…県民経済計算（内閣府）、都市圏・広域圏は県（道）民経済計算（2009年度） 

       福岡都市圏は名目値からの推計 

福岡/九州 札幌/北海道 仙台/東北 広島/中国

地方 47,184,900 19,237,476 35,720,101 30,482,523

県 18,962,222 8,879,473 11,921,556

都市圏 9,776,918 8,274,468 5,444,119 8,677,494

市 7,074,197 6,544,241 4,069,067 4,612,310

域内総生産
実質（百万円）
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資料：福岡市民経済計算 

福岡市は、主に商業とサービス業のまちです。2000年比では、商業の生産額は減少したものの、サービス業は大きく伸びています。 

5,211 

950 

4,567 

325 

313,581 

261,247 

207,259 

1,831,544 

320,859 

854,367 

508,790 

2,347,870 

531,815 

177,029 

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業

政府サービス生産者

民間非営利サービス生産者

福岡市の経済活動別域内総生産（実質・2009年）

(百万円)

139,222 

-335 

245 

1,076 

-1,777 

-23,865 

-126,130 

30,468 

-502,588 

-92,246 

163,381 

-30,758 

519,656 

92,220 

50,750 

総生産（実質）

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業

政府サービス生産者

民間非営利サービス生産者

経済活動別域内総生産額増減（2000→2009）

(百万円)

基幹産業であるサービス業が成長 
福岡市の経済活動別総生産 
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製造業やサービス業などが好調な九州経済 

九州経済は製造業やサービス業の比率が高くなっています。この２業種は近年でも顕著な成長を続けています。 

資料：県民経済計算（内閣府） 

855,910 

105,544 

175,388 

51,683 

8,386,869 

2,175,031 

1,480,653 

5,551,943 

1,889,331 

5,576,714 

3,549,564 

11,867,932 

5,538,365 

1,265,882 

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業

政府サービス生産者

民間非営利サービス生産者

九州の経済活動別域内総生産（実質・2009年）

(百万円)

1,814,907 

-90,659 

21,331 

-43,333 

-80,540 

1,052,246 

-1,449,378 

80,533 

-1,194,597 

-170,161 

777,388 

199,105 

1,773,830 

554,894 

298,865 

総生産（実質）

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業

政府サービス生産者

民間非営利サービス生産者

経済活動別域内総生産額増減（2000→2009）
(百万円)

九州の経済活動別総生産 FG02-012 



民間の設備投資も安定して推移 

福岡市は、民間の設備投資が中心となる「総資本形成」額が1.5兆円規模で安定して推移しており、他都市と比較してもその割合が

高く、公共投資に頼り過ぎない経済活動が行われていることがわかります。 

資料：市民経済計算（各市） 

2,614 2,629 2,671 2,679 2,698 2,785 2,831 2,929 2,943 3,040

872 900 921 949 1,006 1,022 1,029 1,061 1,073 1,337
1,545 1,504 1,431 1,462 1,587 1,633 1,654 1,634 1,509

1,523

1,900 1,824 1,812 1,773 1,742 1,766 1,563 1,505 1,393 1,081

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

福岡市の市内総生産(支出側・総資本形成の推移)(十億円)

福岡市推移

(年度)

3,798

2 245 2 425

1,406

1 086 904

884

846 1 024

403

116
980

札幌市

2009

仙台市

2009

広島市

2009

財貨･サービスの移出入

(純)

総資本形成

政府最終消費支出

民間最終消費支出

都市比較
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九州の主な工場と研究機関 

福岡市は九州経済の拠点として、人口や投資が集まっていますが、九州地域では、多様な経済活動が、高い付加価値を生み続けてい

ます。九州地域は、主要な工場や研究機関が多数立地しており、福岡市の経済と密接に結びついています。 

経済産業省資料から作成 

○福岡県○ 
独立行政法人科学技術振興機構「JSTイノベーションプラザ福
岡」 : 平成 ... 
独立行政法人産業技術総合研究所水素材料先端科学研究センター 
福岡県工業技術センター 
福岡県農業総合試験場 
福岡県森林林業技術センター 
福岡県水産海洋技術センター 
福岡県リサイクル総合研究事業化センター  
アジア低炭素化センター 
水素エネルギー製品研究試験センター  
福岡システムLSI総合開発センター 
福岡バイオインキュベーションセンター 
北九州学術研究都市 
社会システム実証センター 
三次元半導体研究センター 
 
九州大学 
九州工業大学 
北九州大学 
九州共立大学九州産業大学 
近畿大学産業理工学部 
久留米工業大学 
西日本工業大学 
福岡大学 
福岡工業大学 
早稲田大学大学院 情報生産システム研究科 

○長崎県○ 
種苗管理センター雲仙農場 
水産総合研究センター西海区水産研究所 
長崎工業技術センター 
長崎県窯業技術センター 
総合水産試験場 
長崎県農林技術開発センター 
 
長崎大学 
長崎総合科学大学 

●ホンダ技研工業熊本製作所 

●京セラ国分工場 

●株式会社東芝 大分工場 

トヨタ自動車九州工場● 

TOTO小倉工場● 

三菱重工長崎造船所● 

ブリヂストン久留米工場● ●ダイハツ九州久留米工場 

●日産自動車九州工場 

長崎キヤノン工場● 

●旭化成延岡工場 

●ダイハツ九州大分（中津）工場 
福岡市● 

○熊本県○ 
熊本家畜改良センター 
農業・食品産業技術総合研究機構九州沖縄農業研究センター 
森林総合研究所九州支所 
森林総合研究所 林木育種センター 九州育種場 
熊本県産業技術センター 
熊本県農業研究センター 
熊本県林業研究指導所 
熊本県水産研究センター 
 
熊本大学 
崇城大学 
東海大学熊本キャンパス 
東海大学阿蘇キャンパス 

○大分県○ 
大分県衛生環境研究センター 
大分県産業科学技術センター 
大分県農林水産研究指導センター 
 
大分大学 
日本文理大学 

○宮崎県○ 
家畜改良センター宮崎牧場 
宮崎県林業技術センター 
宮崎県工業技術センター 
宮崎県食品開発センター 
宮崎県総合農業試験場 
宮崎県畜産試験場 
宮崎県水産試験場 
 
宮崎大学 
南九州大学 

○鹿児島県○ 
医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター種子島研究部 
種苗 管理センター鹿児島農場 
鹿児島県工業技術センター 
鹿児島県大島紬技術指導センター 
鹿児島県農業開発総合センター 
鹿児島県森林技術総合センター 
鹿児島県水産技術開発センター  
 
鹿児島大学 

九州の主な工場と研究機関 

○佐賀県○ 
産業技術総合研究所九州センター 
佐賀県窯業技術センター 
佐賀県工業技術センター 
佐賀県果樹試験場 
佐賀県畜産試験場 
佐賀県玄海水産振興センター 
佐賀県有明水産振興センター 
佐賀県林業試験場 
九州シンクロトロン光研究センター  
 
佐賀大学 

国土地理院承認平14総複第149号 

FG02-014 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15

